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　　　　　　　　　　　　　　　　　礼拝プログラム　※主の導きにより変わる事があります

黙祷　･･･････････････････ 御言葉に耳を傾け、心を主に向けましょう。 
*賛美　･･････････････････ 　１７９番
*交読文　････････････････　４６番
*使徒信条　････････････・ 会衆一同
*頌栄　･･････････････････ 　１７４番
礼拝のための祈り　･･･････働き人　川合ゆきえ

賛美　･･･････････････････ 　１４０番

聖餐式･･････････････････ 　２８１番
メッセージ　･･････････････ 十字架を嫌々ながらでも負う事でもたらされる祝福(マタイ27:32)

御言葉を適用する祈り　･･ 会衆一同

賛美　･･････････････････・ 　３８９番

献金感謝の祈り　････････ パスター

報告と歓迎　･････････････

*主の祈り　･･････････････ 会衆一同
*祝祷　･･････････････････ パスター

祈祷課題

・この教会が神の御声を聞いて御心を行う教会となるように

・病、貧しさ、悲しみの内にある兄弟姉妹のために

・兄弟姉妹達がキリストの香りを豊かに世に放ち、仕事、事業が祝福されるように

・主に忠実で御霊に満ちた奉仕者が 70名与えられるように
・終末の災いに実際に直面している兄弟姉妹の守りのために

祝福の御言葉（下線にご自身のお名前を入れて宣言して下さい）

十字架の言は、滅び行く者には愚かであるが、救にあずかる＿＿には、神の力

である。すなわち、聖書に、／「わたしは知者の知恵を滅ぼし、／賢い者の賢さ

をむなしいものにする」／と書いてある。知者はどこにいるか。学者はどこにいる

か。この世の論者はどこにいるか。神はこの世の知恵を、愚かにされたではない

か。・・・

ユダヤ人はしるしを請い、ギリシヤ人は知恵を求める。しかし＿＿は、十字架に

つけられたキリストを宣べ伝える。このキリストは、ユダヤ人にはつまずかせるもの、

異邦人には愚かなものであるが、召された者自身にとっては、ユダヤ人にもギリ

シヤ人にも、神の力、神の知恵たるキリストなのである。神の愚かさは人よりも賢く、

神の弱さは人よりも強いからである。（１コリント 1:18-25）

メッセージ概要

この度も、コーヘン神学大学から多くの有益な学びを得た。今、主にある働き人達が世界でいかに福音を

伝え、主ご自身がいかに世界各地で働かれておられるか、同時に、悪魔がいかに最後の悪あがきをして

いるかを知ることが出来た。そして、ヘブル思考による聖書の直接的学びからは、特に「行いを伴った信

仰」の重要性を、マタイの福音書やハバクク書、ヤコブ書から学んだ。ルター達の宗教改革以来の      500      年  、  

教会は信仰義認を全面的に出し、行いを伴った信仰と、それによる祝福を、ないがしろにして来た。

この、「信仰だけで救われる」という教えの無力さに行き詰まりを覚えているクリスチャンは多く、また、行い

を軽んじて来たヨーロッパ教会の凋落ぶりも、激しくなって来ている。今回コーヘンで学んだ行いの信仰」

の中から、特に、クレネ人シモンの行い、それも、嫌々ながらであっても十字架を負う事の祝福を学びたい。

『彼らが出て行くと、シモンという名のクレネ人に出会ったので、イエスの十字架を「無理に：アンガレオー

（徴用する、強制的に使役する。蛇足：韓国語でアンガレヨは「行きたくない」）」負わせた。 』(マタイ 27:32)

イエス様は、ゴルゴダの丘の十字架刑場まで、最後まで十字架を負って行く事ができず倒れてしまった。

彼は前の晩から、ピラトの前で、釘や石が仕込まれた鞭を打たれ、既に大量の血を流していたからである。

そこを、たまたま通りがかったクレネ人シモンが、ローマ兵の目にとまり、徴用  (  アンガレオー  )  された  わけで

ある。彼は、田舎から出てきた(マルコ 15:21)、黒人(使徒 13:1)であったため、強靭そうに目えたのだろう。

シモンは突然、罪人の死刑道具である十字架を負わされ、彼の妻も、息子・アレキサンデルとルポスも、父

そして夫が突然、このような事になってしまったのを見て、どうなるのかと泣きながらついて行った。

しかし、シモンの嫌々ながらのこの徴用（アンガレオー）は、彼と彼の家族に、多くの祝福をもたらした。

彼としては、誰とも知れない死刑囚の十字架を突然、無理矢理負わされ、とんだとばっちりだ、私は違いま

す、一緒に行きたくない、と思ったかもしれない。しかし、この十字架を負っていたイエスという人と同行す

る内に、この人の趣きは、死刑に当たるような人ではない事に、むしろ、彼の聖なる品性に、気づいて行く。

彼には、大勢の女達が泣きながらついて来ている。イエス様の弟子達は一人残らず逃げてしまった為、無

力な女だけが残って、十字架の後を従って来ていたのだ。そんな彼女達は、シモンに声をかけたであろう。

「本当に、ありがとう。」「本当は私達が、あなたの役割を果たしたかった。」「でも、力が無いので出来な

かった。」「イエス様の十字架を一緒に負ってくれて、本当にありがとう。」

ゴルゴダの刑場に至った時、シモンは十字架を降ろした。もはや即刻、家族と家に帰っても良かったはず

だったが、彼も、彼の家族も、イエス様の十字架上の成り行きに釘付けになり、最後まで見守った。

群衆の罵声の中、彼らはイエス様の十字架上の７つの言葉を聞き、そして、彼が息を引き取った時に起

こった色々な天と地のしるし(マタイ 27:51-54)を見た。その時、百人隊長が「この方はまことに神の子であっ

た」と言ったが、この時、シモンも、彼の家族も全員、イエス様を信じるようになった。

そしてイエス様の復活以降、彼らは家には帰らず、弟子達と共に 120人の集い(使徒 1:15)の中でペンテコ

ステを迎え、共に聖霊を受けた。それから彼らは、主と共に生きようと決心し、家に帰って全ての財産を整

理して、主のために生きよう、と、パウロと一緒にアンテオケに行く。使徒 13:1を見ると、ニゲル(黒人)と呼

ばれるシモンが、アンテオケ教会の指導的立場として、礼拝を導いている様が記されており、そして、シモ

ンの息子・アレキサンデルは、クレネの牧会者になり、後の、使徒パウロの後任者になったそうである。

シモンがあの十字架を負ってから３０年後、シモンの妻と子のルポスは、ローマ教会の指導者となっている。

シモンの妻は、パウロから「お母さん」とも呼ばれるようになった。　ロマ書１６章１３節で、パウロは記してい

る。「主にあって選ばれたルポスと、彼の母とに、よろしく。彼の母は、わたしの母でもある。」パウロに「母」

と言わしめるからには、彼女はどれ程、パウロを祈り、パウロの応援者として霊肉共に支えて来た事だろう。

さらには、歴史家ヨセフスによると、彼の１１代目の孫は、ローマ帝国においてキリスト教を自由にした、コン

スタンティヌス皇帝であるとされている。これが、無理矢理に十字架を背負わされた祝福である。

今、嫌々ながらでも主の仕事をしている時、この内容を思い出すべきだ。たとえ強制的にであっても、後に

はこんなにも大きな栄光があるのだ、と。シモンのように、今背負っている十字架によって、自分自身や家

族に、子や孫に、大きな恵みをもたらす皆さんでありますように！イエス様のお名前によって祝福します！

http://voh.plala.jp/


お祈りしていただきたい事がありましたら、以下にお書きの上、教会へお持ち下さい。

集会案内

各礼拝はインターネットでライブ中継しております　→　youtube.com/c/  横浜天声キリスト教会  
日曜礼拝

1 部礼拝　　　10:30賛美　11:00礼拝
食事/フェローシップ　       　12:00～

2 部礼拝（韓国語通訳有） 　  　14:00

金曜徹夜祈祷会                21:00～

日々の集会

　　月～金　早天祈祷会　　　　　　5:00～

　　火・木・金　賛美と祈りの集会 13:00～

　　火～木　夜の祈祷会　　　　　  19:30～

水曜集会

　1 部                                   　13:00～

　2 部                                   　19:30～

アクセス

横浜市営地下鉄・伊勢佐木長者町駅

6番 B出口を出てまっすぐ徒歩 5 分

JR・関内駅より徒歩 10 分

京急線・日ノ出町駅より徒歩 10 分

関内駅から伸びる大通公園沿い、

伊勢佐木警察署の向かい対角線上にあり、

1Fがファミリーマートになっております。

第 10巻 44号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2015年 11月 1日

横浜天声キリスト教会
礼拝　週報

〒231-0058　　　　　　　　　　パスター：　林和也
　神奈川県横浜市中区弥生町 2-17　ストークタワー大通公園 I-201
TEL/FAX：　045-326-6211

Homepage：　http://voh.plala.jp/
email：　ephes_03-tensei＠ yahoo.co.jp

聖書メッセージを携帯で
聖書メッセージをメールで

毎日携帯にお届けします。

左記コードを読み込み、

空メールを送信するだけ！

http://youtube.com/c/%E6%A8%AA%E6%B5%9C%E5%A4%A9%E5%A3%B0%E3%82%AD%E3%83%AA%E3%82%B9%E3%83%88%E6%95%99%E4%BC%9A

